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Neither Naturalism nor Cynicism
― An essay on the Concept of “Folklorism” (3) ―
Abstract
   This paper is a continuation of the two previous ones and deals with ‘Folklorism.’ The concept was 
originally promulgated in the German academic world of folklore studies in an attempt to understand 
how the phenomena of folklore actually evolve. Nearly always, the premise is that these phenomena are 
to a greater or less extent consciously connected to tradition. In such cases the assumption is, 
characteristically, that the folklore in question is both ‘primitive’ and ‘close to Nature.’ This begs the 
question, what is meant by ‘Nature’ as applied to human behaviour?
   This problem is dealt with here from three standpoints. First, like J. G. Frazer, thought is given to the 
idea that a folk tradition is to be identified with what is ‘primitive’ or ‘natural.’ Secondly, when applied 
to ‘human nature,’ it will be observed how ‘naturalism,’ which is mainly found in 19th century literature 
and philosophy, is understood in terms of ‘instinct’ or ‘impulse,’ as is the case when Hegel speaks of 
‘the lawless.’ Thirdly, it can also be observed how, to the contrary, the ‘primitive lives’ of humankind 
can be idealized and appear to have been ‘blessed by God’ in a manner that was approved by M. E. de 
Monttaigne. This traditional idea of the ‘rural idyll’ is in marked contrast to the real state of life in the 
country.
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 1） この印象的な書き出しで始まる第一巻が刊行されたのは 1890 年であった。以来，版を重ねてい
る。一般的な版として「ペンギン叢書」を挙げる。参照， James George Frazer, The golden bough: a 
study in magic and religion. London: Penguin 1996；邦訳では抄訳が数種類があるが，主に次を参照し






























































 2） フレイザー （著） 永橋卓介 （訳）『金枝篇 （一）』岩波文庫　1951， 1966 （第 3 版改版）， 1977 （第 16
刷）， p.133–135.
 3） フレイザーの方法については，そのフィールドワークを欠いたいわゆる “armchair-scholar” であっ




























4 4 4 4
の訳語が当てられることが多いナトゥラリズムの術語は，早くは 16 世紀以来哲
学の分野にその先行例をもつが 5），19 世紀の形態を代表するのは文学であろう。目安を挙
げれば，エミール・ゾラが作品「テレーズ・ラカン」（第 2 版） の序文で一種の宣言をおこ
なったのは 1868 年であった6）。そこには次の文言を見ることができる。
 4） 19 世紀の農村の社会的実態については，ドイツ語圏の場合では今日では客観的な解明が進んでい
るが，19 世紀にはそうした姿勢はなお脆弱だったようである。研究史への批判も含めた民俗学の側




Sigismund Kramer, Grundrisse einer rechtlichen Volkskkunde. 1972.［拙訳］愛知大学国際問題研究所「紀
要」第 129 （2007） 以下。
 5） 哲学を含むヨーロッパ思想史での自然主義については次を参照，河内清 （編）『自然主義文学 ― 
各国における展開』勁草書房 1962， 特に同書所収の次を参照，pp.243–279：山下太郎「哲学におけ
る自然主義と文学における自然主義」
 6） 参照，エミール・ゾラ「テレーズ・ラカン」宮下志朗（編訳・解説）『ゾラ・セレクション 1  初期
名作集』藤原書店  2004， p.273–280：『テレーズ・ラカン』第二版への序文，
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，すなわち自然な人間
















くままの存在になるのであった。先の引用文での表現では 〈人間の皮をつけた獣〉 （brut 
hummaine） であり，また「ルゴン・マッカール叢書」のなかで特に歓迎された作品のタイ
トル 〈野獣人間〉 （la Bête hummaine　獣人） である7）。しかもそれは決して孤立した一時の
思潮ではなかった。敢えて 19 世紀の後半におけるその思潮の特徴を言うなら，折からの科
学の実験のようなイメージと重なっていたことにあるであろう8）。
 7） ゾラ『野獣人間』 （or『獣人』“la Bête Humaine” 1890） については最近では次の翻訳を参照，寺田




 8） エミール・ゾラ「演劇における自然主義」 （1979 年） 佐藤正年 （編訳・解説）『ゾラ・セレクション 8 


































 9） G.W. Fr. Hegel, Vorlesungen über die Philosophie der Geschichte, Mit einem Vorwort von Eduard Gans 
und Karl Hegel. Stuttgart 1949 (Sämtl. Werke, hrsg. von Hermann Glockner, Bd. 11), S.135–145. hier 
S.142ff.; なお次の邦訳を参照，ヘーゲル・武市健人 （訳）『歴史哲学 （上）』岩波書店   昭和 29 年， 昭
和 45 年 （13 刷）， その「アフリカ」の項目は p.140–150， here p.146–149．
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の論集がある。Utz Jeggle (Hrsg.), Französische Ethnologie und deutsche Volkskunde. München 1985.
































































14） Adolf Spamer, Das kleine Andachtsbild vom XIV. bis XX. Jahrhundert. München 1930.
15） Adolf Spamer, Der Bilderbogen von der „Geistlichen Hausmagd.“ Göttingen 1970.；なおこの著作につ
いては，目下筆者が手がけているシンデレラに関する考察で活用しており，そこで解説を施した。参
照，拙論「シンデレラの構造と源流 （4）」愛知大学文学会『文學論叢』第 138 輯， 2008， p.208–178．





価すべしとの声は比較的若い世代に見られ，その代表者として R. シュモークがいる。参照， 
Reinhard Schmook, „Gesunkenes Kulturgut – primitive Gemeinschaft  “ Der Germanist Hans Naumann 
(1886–1951) in seiner Bdeutung für die Volkskunde. Wien: Institut für Volkskunde der Universität Wien 1993 































18） Immanuel Kant, Metaphysik der Sitten, Rechtslehre. 2. Teil, E. „Vom Straf- und Begnadigungsrecht“.  な
お邦訳では次を参照， 加藤新平・三島淑臣（訳）「人倫の形而上学」（法論），野田又夫（編）『世界
の名著 32 カント』）中央公論社 昭和 47 年）， p. 472–481.；この点でのカントの見解への分析を含む
研究として次を参照，Wilhelm Wächtershäuser, Das Verbrechen des Kindesmordes im Zeitalter der 
Aufklärung. Eine rechtsgeschichtliche Untersuchung der dogmatischen, prozessualen und rechtssoziologische 
Aspekte. Berlin 1973 (Quellen und Forschugen zur Strafrechtsgeschichte, 3), S.29ff. 50, 72.
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19） 『エセー』第 1 巻／第 31 章「食人種に寄せて」参照，Michel Eyquem de Montaigne, Essais, Livre 1, 
Traduction en français moderne par André Lanly, p.221–231: XXXI „Sur les cannibales“. here p.224.；翻
訳は数種類行なわれているが，次を挙げる。原二郎 （訳）『モンテーニュ  1』昭和 37 年　筑摩書房






























20） 参照， 高津春繁『古代ギリシア文学史』岩波書店 1952， 改版 1977， p.77–78， p.265．
21） ドイツ文化のなかでのアナクレオーンへの傾斜については次の文献を参照， Herbert Zeman, Die 
deutsche anakreontische Dichtung. Ein Versuch zur Erfassung ihrer ästhetischen und litararhitorischen 
Erscheinungsformen im 18. Jahrhundert. Stuttgart: Metzler 1972.
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るウェルギリウスの 〈牧歌〉 （Bucolica） である。古代の淵源としては，同じウェルギリウス
による古代の農書の性格を併せもつ「農耕詩」 （Georgica） も重い位置を占めるが 24），より
22） 参照，Montaigne, p.335–337: LIV « Sur les vaines subtilités ».「つまらぬ器用さについて」同 p.224–226．
23） これについては次の拙論を参照，「古典劇における歌謡の使用とその背景 ― ゲーテ，シェークス
ピア，モリエール」愛知大学文学会『文學論叢』第 94 輯（平成 2 / 1990 年）， p.43–96.








強く文藝の伝統となっていったのは，〈羊飼いの歌〉 としての 〈牧歌〉 であった。またそこに，
古代ギリシア後期の小説であり，ルネサンス以後影響力が殊に大きかったロンゴスの「ダ

















25） 参照， ロンゴス （作） 呉茂一 （訳）『ダフニスとクロエー』養徳社   昭和 23 年
26） 代表的なものとして，ティツィアーノ （Tiziano） とニコラ・プーサン （Nicolas Poussin） に共に「ア
ルカディア」 （Arcadia） のタイトルで呼ばれる作品があることに触れておきたい。
27） ゲスナーについては次の引用箇所への出典を参照。フォスの作品の簡便なアンンソロジーには次
を参照， Johann Heirnrich Voß, Idyllen und Gedichte. . Stuttgart 1967, 1977 (Reclam: Universal-Bibliothek 
Nr. 2332).
28） 〈田園詩〉 については次の文献を参照， Renate Böschenstein-Schäfer, Idylle. Stuttgart 1967 (Sammlung 
Metzler 63); Gerhard Hämmerling, Die Idylle von Geßner bis Voß: Theorie, Kritik und allgemeine Bedeutung. 
Frankfurt a.M./Bern: P. Lang 1981 (München, Univ. Diss., 1980). なおゲーテに「ヴィルヘルム・ティ




初版を参照， Thomas Mann, Herr und Hund. Idylle. Berlin: S. Fischer 1925 (Fischer illustrierte Bücher).
29） Salomon Geßner, Schriften. Vier Teile in einem Buch. Nachdruck der Ausgabe Zürich 1762. Hildesheim/
New York: Georg Olms 1976, III. Teil, S. 88ff.  „Tityrus, Menalkas“ （S. 88–93）メナルカースはウェルギ
リウス以来踏襲されてきた牧人の名前である。なおこの箇所は次のアンソロジーにも取られている。参
照， Salomon Geßner, Idyllen. Kritische Ausgabe, hrsg.von E.Theodor Voß. Stuttgart 1973 (Reclam:
Universal-Bibliothek Nr.9431–35). S.51–53.
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30） ドイツ語圏を中心に牧羊と牧羊者の歴史を扱った基本文献としては次の W. ヤコバイトの主著の
一 つ を 参 照， Wolfgang Jacobeit, Schafhaltung und Schäfer in Zentraleuropa bis zum Beginn des 20. 











の前身である 〈王たるキリスト〉 よりもさらに早く 3 世紀辺りでは，キリストは羊を肩にか

















の催しであるが，これについては行事の保存会による次の案内書を参照， Erich Tomschik u.a. (Hrsg.), 
Der Markgröninger Schäferlauf. Markgröningen: Verlag des Arbeitskreises Heimat- und Denkmalpflege 
1971.
32） カール＝ジギスムント・クラーマーは，不名誉民との接触に対する忌避感を近代初期の裁判記録
に基づいて考察した。参照， ,Karl-Sigismund Kramer, Grundriß einer rechtlichen Volkskunde. 1978 （拙
訳：愛知大学国際問題研究所「紀要」2007 年以下，特にその第 4 章「名誉」（Ehre）。
33） 前掲書を参照，W. Jacobeit, Kap. IV: Der „Unehrliche“ Schäfer.
34） 前掲書， Salomon Geßner, Schriften. II. Teil, S. 129ff.
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ア ー モ ル
の童神もまた彫り出され
た。


























































































































































可欠なのである。その深さたるや 70 cm から時には 1 m 近くにもなる。それだけ深く鋤き返





でも 1 粒の種から 15 粒から 30 粒が得られたとされる（今日では 130 粒を超える場合もあ
る）。それに対して，ヨーロッパでは近代に入るまでは，小麦の場合，1 粒蒔いて 5 粒取れ
れば豊作であったと推測されている。播種に対する収量は，したがって通常 1：3 とか 1：4














鯖田豊之『肉食の思想　ヨーロッパ精神の再発見』中央公論社   昭和 41 年（中公新書 92）
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がとどいていた。ドイツ語で言え
















40） イェレミーアス・ゴットヘルフの小説「学校教師の苦悩と喜び」 （Jeremias Gotthelf, Leiden und 
Freuden eines Schulmeisters, 1838/39.） の一節であるが，この引用文は法民俗学のカール＝ジギスムン
ト・クラーマーが注目した。
41） ゴットフリート・ケラーの小説「村のロミオとジュリエット」 （Gottfried Keller; Romeo und Julia 
auf dem Dorfe, 1856） の一節で，先の引用句と同じくカール＝ジギスムント・クラーマーが法民俗学












う。飢餓もすでに解決されていた。因みに，ヨーロッパの最後の大飢饉は 1845 から 48 年












42） K-S ･クラーマー前掲書，拙訳：国際問題研究所『紀要』第 129 号， p.268–269.
43） この時の死者の数は諸書によって異なるが，「ブロックハウス百科事典」は 100 万人以上と記して
いる。参照， Brockhaus. Die Enzyklopädie. Bd. 7 (1997), p.331–332.
44） 今日のドイツで集客数が最大のイヴェントである十月祭 （Oktoberfest） は，この時期の危機を背景
に，バイエルン皇太子の結婚祝賀に合わせて農業振興を目的として企画されたことに由来する。
45） ドイツ各地で 19 世紀前半に起きた作物種の変化としては，稗 （Hirse） に代えてトウモロコシを植
えるようになったのは代表的なものである。稗は収量が少なく，それゆえ祝い食の食材として今も
名残を見ることができる。稗の作付けの減少，また食材としての比重低下と意味の変化については，
『ドイツ民俗地図』の当該個所とそれへの詳細な分析を参照， Günter Wiegelmann, Alltags- und 
Festspeisen. Wandel und gegenwärtige Stellung. Atlas der deutschen Volkskunde, N.F., Beiheft 1/a. Marburg 
1967, S.112–152: ʻRückgang des Hirseanbaus und der Hirsespeisenʼ (§85–108).  また甜菜の栽培面積が
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率が趨勢となったことによって国民全体の飢餓が解決されていった，とされる46）。
 しかしまた和辻哲郎がヨーロッパに滞在した 1920 年代であれば，なお農業の機械化は実
現していず，農業労働の苛酷な面はいくらも見られたであろう。例えば，春巻き小麦の地










46） 参照， Wilhelm Abel, Massenarmut und Hungerkrisen im vorindustriellen Deutschland. Göttingen:
Vandenhoeck 1977 (2. Auﬂ.)
47） 南西ドイツの農作業暦については次の文献を参照， Herbert und Elke Schwedt, Schwäbische Bräuche. 
Stuttgart 1987.


























たろう。なお言い添えれば，少なくとも 1600 年代までは，イタリア人が 〈勤勉で几帳面〉 であるの
に対して，ドイツ人は 〈締まりが無く呑んだくれで楽しみばかりを追いかけている〉 といった対比
もあったことが指摘されている。近代市民社会の徳目の形成に関する次の文献を参照，Paul Münch 
(Hg.), Ordnung, Fleiß und Sparsamkeit. Texte und Dokumente zur Entstehung der „bürgerlichen Tugenden“. 
München 1984.
